
【みよし市友好の森について】 

取得の意義・目的 

「みよし市友好の森」は、長野県木曽郡木曽町の御岳山麓
さんろく

にある森林で、平

成３年度と 11 年度に取得しました。（取得当時は、長野県木曽郡三岳村） 

これは、みよし市の発展の 礎
いしずえ

となっている愛知用水（木曽川）の水源保全

のため、水源地だけでなく、受益地の役割であるとの認識に基づき「地球環境 

への貢献」「環境教育の向上」といった目的から取得したものです。 

 

友好の森の概要 

⑴ 所在地  長野県木曽郡木曽町三岳１－11  他 

⑵ 位 置  木曽温泉から、御岳ロープウェイまでの途中区間 

鹿の瀬温泉の西側（木曽町三岳支所から 15km、約 30分） 

⑶ 面 積  378,415㎡(バンテリンドームナゴヤ約８個分)  

⑷ 設 備  あずま屋 １棟、入口案内板 １基、サイン設置 12カ所 

啓発用看板 ２基 

⑸ 林 状  ヒノキ 65～80年生、アカマツ 50年生、 

針葉樹（混交林）65～210年生  約 38,000 本 

⑹ 取得年  平成３年５月８日、平成 12 年１月 24日 

 

 
 


